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1

・設立年月日

・資本金

【本社】

・環境管理責任者

・環境担当者

・責任者連絡先 TEL　082-894-8183

FAX　082-894-3536

・事業内容(認証・登録範囲)

土木工事の設計・施工

2

売上高 百万円 182

事業活動の規模

株式会社　小野村組

昭和33年8月29日

代表取締役　小野村　光純

2,000万円

山田　剛史

従業員数 人 6

床面積 m2 120

工事件数 件 2

①　組織の概要

・事業所名

・代表者名

・所在地

会社概要

活動規模 単位 6５期（202３年度）

山田　剛史

広島県広島市安芸区瀬野１丁目27－7



作成日：2011年 6月16日
更新日：2023年 5月10日
作成者：環境管理責任者

山田　剛史

・環境方針の策定・見直し及び全従業員への周知

・管理に必要な設備・費用・時間・人の準備

・環境管理責任者の任命

・環境目標・環境活動実施計画書/実績表の承認

・環境レポート承認

・全体の評価と見直しの実施

・実施体制の構築

・環境目標・環境活動実施計画書/実績表の作成

・教育・訓練の実施を指示

・環境上の緊急事態への準備・対応

・環境レポート作成

・環境活動の取組結果を社長へ報告

・ＥＡ21の推進

・環境への負荷及び取組チェック実施
・環境関連法規制の取りまとめ表作成と遵守評価実施

・環境関連文章・記録の管理

・実施上の問題点の是正・予防処置実施

・社会の環境活動情報の収集と社内展開

・環境方針を理解し、環境への取組を日常活動で実践

・ＥＡ21で決められた各自の役割を継続して行う

株式会社　小野村組　エコアクション21　実施体制図(組織図)

代表取締役社長
小野村　光純

環境管理責任者

一般廃棄物
担当 中尾 秀樹

産業廃棄物･資源
担当 小野村 敬

燃料
担当 小野村 純一

電気･水道
担当 山田 剛史

各担当者

・環境目標及び環境活動計画の実施・確認・評価・
達成状況の報告

全社員

戸野　英治

役割・責任・権限

社長

環境管理責任者



②　環境活動対象範囲

1対象組織
当社は、本社及び工事現場の全活動・全従業員を対象として、環境活動に前向きに取り組みます。

2対象期間
本環境レポートの対象期間は下記の通りとします。

65期　2022年9月1日～2023年8月31日（発行日　2023年9月6日）

③　環境方針

＜環境理念＞

１．次の事項について環境目標・活動計画を定め、継続的な改善に努めます。
　①二酸化炭素排出量の削減（低炭素社会への対応）
　　・電力（事務所、建設現場）
　　・液化石油ガス(LPG)
　　・自動車燃料（営業車、ダンプトラック）
　　・建設機械燃料
　②廃棄物の削減及び再資源化の推進（循環型社会への対応）リサイクル率100％
　　・一般廃棄物（可燃ごみ）
　　・産業廃棄物（アスファルト、コンクリート殻、木くず、廃プラ）
　③排水量の削減（水資源の保全）
　　・水道水
　④社会貢献
　　・地域での環境活動への積極的な参加
　⑤環境に配慮した施工
　⑥グリーン購入

２．環境関連法規制や当社が約束したことを順守します。

３．環境への取り組みを環境経営レポートとして取りまとめ、公表します。

制定日：2011年  9月  1日
改定日：2021年　9月　4日

我々全社員は、会社を育んできた創業者ならびに、多くの先輩方の素晴しい
習慣（人・物・金を無駄なく使う為の、整理、整頓、清潔さの保持及び点検・整備を
怠らず、常に考えて、行動する）をこれからも続けることが、環境と人に優しく
且　持続的に経営を続けることができる手段であると想う。
これから更に優れた結果を残すために、全社を挙げ、自主的にかつ、
積極的に環境活動に取り組むことを我社の環境理念とする。

＜環境保全への行動指針＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役



④環境経営目標（第６５期）

目標基準を、第６４期の実績を基準値としました。

承認 作成

代表者 環境管理責任者

　　     第６７期
  （2024年9月～
　　   　2025年8月）

実績値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値

環境目標項目 単位

年度実績 基準値(基準年度) 年度目標

　　     第６２期
  （2019年9月～
　　   　2020年8月）

　　     第６３期
  （2020年9月～
　　   　2021年8月）

　　     第６４期
  （2021年9月～
　　   　2022年8月）

　　     第６５期
  （2022年9月～
　　   　2023年8月）

　　     第６６期
  （2023年9月～
　　   　2024年8月）

54197.4
△3％

53638.7
△4％

電力使用量の削減
(動力・照明)
(事務所・建設現場)

ｋWｈ 7866.0 6068.0 7021.0
6880.6
△2％

6810.4
△3％

6740.2
△4％

二酸化炭素排出量の削減 kg-CO 97635.0 84158.9 55873.6
54756.1
△2％

19754.1
△3％

19550.4
△4％

一般廃棄物排出量削減
（事務所）

kg 66.5 65.0 55.0
53.9
△2％

53.4
△3％

52.8
△4％

燃料使用量の削減
(軽油・ガソリン)
(事務所・建設現場)

L 35735.8 31599.7 20365.0
19957.7
△2％

100 100

水使用量の削減
（事務所）

55.0 75.0 60.0
58.8
△2％

58.2
△3％

57.6
△4％

産業廃棄物排出
再資源化の推進
リサイクル率100％
（建設現場）

％ 100 100 100 100

節水に努める 節水に努める

指定化学物質排出
（事務所・建設現場）

kg 排出なし 排出なし 排出なし 排出しない 排出しない 排出しない

水使用量の削減
（建設現場）

2.0 2.0 1.9 節水に努める

3734.5
△3％

3696.0
△4％

社会貢献
地域での環境活動

受注工事１件
あたり３件

受注工事１件
あたり３件

受注工事１件
あたり３件

受注工事１件
あたり３件

受注工事１件
あたり３件

受注工事１件
あたり３件

資源等使用量の削減
（事務所・建設現場）

ｔ 3040.8 2527.6 3850.0
3773.0
△2％

2019年度の中国電力の排出係数0.585（kg-CO2/ｋWｈ）を使用

受注工事１件
あたり３テーマ

グリーン購入
（現場）

受注工事１件
あたり２商品

受注工事１件
あたり２商品

受注工事１件
あたり２商品

受注工事１件
あたり２商品

受注工事１件
あたり２商品

受注工事１件
あたり２商品

環境配慮の施工計画書
技術所見(環境テーマ)の提案

受注工事１件
あたり３テーマ

受注工事１件
あたり３テーマ

受注工事１件
あたり３テーマ

受注工事１件
あたり３テーマ

受注工事１件
あたり３テーマ

小

野

村

山
田



⑤　環境活動計画
第６５期（2022年9月～2023年8月）の環境目標に対応した具体的な取組の内容
★二酸化炭素排出量の削減
・冷暖房の温度管理（夏期　　28℃　　冬期　　20℃）の徹底。
・機械使用時の電源オフ・昼休憩時の電源オフ。
・ガソリン使用量の削減。
・アイドリンクストップ・急加速の抑制。
・使用しない箇所の電灯をきる。

★水使用量の削減
・不要な水の使用を抑え、節水の徹底。

★廃棄物排出量の削減
・一般廃棄物の削減
分別ﾎﾞｯｸｽの設置・裏紙使用ののち資源ごみとして処分する。
文書の電子化を推進し、データは会社のサーバにて全員が閲覧できる状態にする。
弁当箱、空き缶は数量が少ないので、各自が持ち帰り、リサイクルを行う。

・産業廃棄物の削減
包装の簡素化を行い、不要なプラスチック廃材を減少させる。
工事ロスの削減・分別の徹底を行う。
再資源化の推進(リサイクル率100％)

★指定化学物質排出
・指定化学物質を社内回覧し周知する。

★資源等使用量の削減
・工事ロスの削減・資材管理の徹底を行う。

★社会貢献
・地域での環境活動への積極的に参加する。

★環境配慮の施工計画書の作成
・技術所見（環境テーマ）の提案を行う。

★グリーン購入
・グリーン購入品目リストを社内回覧し周知し積極的に使用する。

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

実施28℃ 実施20℃

実施

実施

実施

実施

実施

実施

実施

実施

実施

冷暖房管理
適正温度管理の徹底

夏期28℃　冬期20℃

　　第６５期（2022年9月～2023年8月）スケジュール

取組項目 活動内容

エネルギーの削減

一般廃棄物管理
古紙のリサイクル・裏紙使用

残廃のリサイクル

電気使用管理
毎月の使用量の確認

節電・適正使用の徹底

ガソリン使用量管理
毎月の燃費確認

エコドライブの徹底

資源使用管理
毎月の資源使用量確認

資材管理の徹底

水使用量管理
使用量の確認

節水の徹底

廃棄物排出量の削減

産業廃棄物管理
プラスチック廃材・工事ロスの削減

再資源化の推進(リサイクル率100％)

資源等使用量の削減

社会貢献の実施

社会貢献 地域での環境活動への参加

工事現場での環境配慮テーマ

環境配慮の施工計画書 環境テーマの提案

適正な商品の購入

ｸﾞﾘｰﾝ購入管理
数量・用途・環境品質の確認

購入の徹底



⑥　環境目標の実績

単位 ６３期 ６４期 ６５期

　二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2 84158.9 55873.6 65352.5

　電力使用量の削減 ｋWh 6068.0 7021.0 6443.0

　燃料使用量の削減 L 31599.7 20365.0 24610.0

kg 65.0 55.0 55.0

％ 100.0 100.0 100.0

m3 75.0 60.0 67.0

m3 2.0 1.9 2.0

t 777.0 3422.0 2877.0

t 0.0 0.0 0.0

t 1360.8 307.0 375.0

t 389.8 121.0 82.0

件 3.0 3.0 3.0

テーマ 3.0 3.0 3.0

商品 2.0 2.0 2.0

環 境 取 組

　燃料

　廃棄物排出量の削減
　再資源化の推進 　産業廃棄物

　電力量

　一般廃棄物

　二酸化炭素

　河川水

　環境配慮の施工計画書

　グリーン購入

　資源等使用量の削減

　水使用量の削減

　アスファルト

　砕石・土砂

　社会貢献

　コンクリート二次製品

　生コンクリート

　上水

0.0

2000.0

4000.0

6000.0

8000.0

1 2 3

電力使用量の削減

電力量

kWｈ

0.0

50000.0

100000.0

1 2 3

二酸化炭素排出量の削減

二酸化炭素

kg-CO2



0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

６３期 ６４期 ６５期

ｋｇ

廃棄物排出量の削減

一般廃棄物

産業廃棄物

％

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

６３期 ６４期 ６５期

m3

水使用量の削減

上水

河川水

0.0

1000.0

2000.0

3000.0

4000.0

６３期 ６４期 ６５期

ｔ

資源等使用量の削減

コンクリート二次製品

砕石・土砂

アスファルト

生コンクリート

0.0

10000.0

20000.0

30000.0

40000.0

６３期 ６４期 ６５期

L

燃料使用量の削減（工事現場）

燃料



承認

55873.6 kg-Co2

54756.1 kg-Co2

65352.5 kg-Co2

7021.0 kwh

6880.6 kwh

6443.0 kwh

燃料使用量の削減（現場）
20365.0 L

19957.7 L

24610.0 L

ミスコピーの防止 55.0 kg

両面コピーの促進
一般廃棄物の分別徹底

53.9 kg

55.0 kg

100.0 ％

100.0 ％

100.0 ％実績

目標

実績

基準年 産業廃棄物の再資源化の推進
リサイクル率100％を達成できた

月次の教育訓練時に、建設現場から
の排出量を抑制する取組を周知徹底し
て実施する。

次年度は今期の実績を基準値とする。

一般廃棄物が基準年と変わらず

取組の効果が見られ引き続き分別の
徹底、無駄の無い取組を実施する。

次年度は今期の実績を基準値とする。

ドアの開けっ放しの防止

工事ロスの削減
廃棄物の分別徹底

目標

産業廃棄物の再資源化の推進（現場）

再使用・リサイクルの推進

一般廃棄物の削減（事務所）
基準年

実績

電力使用量の削減
基準年

基準年
建設現場での燃料が約21％増加

災害復旧工事で、重機・ダンプトラック
の使用が増えたため、大幅な増加と
なった。
引き続き建設現場でのアイドリングス
トップ等の取組を周知徹底して燃料使
用削減を実施する。

次年度は今期の実績を基準値とする。

アイドリンクストップ

急加速の抑制
冷暖房の控えめ使用

目標排ガス規制機械の使用

不要な照明の滅灯

昼休み時の消灯
OA機器の節電（省エネモ－ド）

目標

ク－ルビズ・ウオ－ムビズ運動
実績

冷暖房の控えめな使用
（冷房28℃、暖房20℃）

二酸化炭素排出量の削減
基準年

二酸化炭素排出量が約17％増加

災害復旧工事で、重機・ダンプトラック
の使用が増えたため、大幅な増加と
なった。
引き続き建設現場でのアイドリングス
トップ等の取組を周知徹底して燃料使
用削減を実施する。

次年度は今期の実績を基準値とする。

作成

代表者 環境管理責任者2023年9月6日

事務所の電力が約8％削減

取組の効果が見られ引き続き同様な
取組を実施する。

次年度は今期の実績を基準値とする。

単位
評価

（結果と次年度の取組内容）

アイドリンクストップ

実績排ガス規制機械の使用

⑦　環境目標の達成状況及び環境活動計画の
　　実施状況、その評価結果

取組計画 達成状況

不要な照明の滅灯

昼休み時の消灯
OA機器の節電（省エネモ－ド）

目標冷暖房の控えめな使用
（冷房28℃、暖房20℃）

小

野

村

山
田



単位
評価

（結果と次年度の取組内容）
取組計画 達成状況

水使用量の削減（事務所）
60.0 m3

58.8 m3

67.0 m3

水使用量の削減（現場）
1.9 m3

節水に努める m3

2.0 m3

資源等使用量の削減（現場）

3850.0 t

3773.0 t

3334.0 t

社会貢献（現場）
3 件

3 件

3 件

3 テーマ

3 テーマ

3 テーマ

2 商品

2 商品

2 商品

グリーン購入（現場）
基準年 グリーン購入の目標を達成できた。

今後も積極的にグリーン購入を
実施する。

グリーン購入品を積極的に
使用する。

目標

実績

地域での環境活動へ
積極的に参加する

目標

実績

環境配慮の施工計画書作成の
目標を達成できた。

今後も現場条件を考えた環境テーマの
提案を行い、更に環境活動を充実する
取組を実施する。

技術所見（環境テーマ）の
提案を行う。

目標

実績

環境配慮の
施工計画書（現場） 基準年

取組の効果が見られ引き続き同様な
取組を実施する。

実績

基準年 社会貢献の目標を達成できた。

今後も積極的に地域環境活動へ参加
する取組を実施する。

基準年
資源等使用量が約13％削減

今期も災害復旧工事により、コンクリート・砕
石・ブロック等資材の使用が多かった。
資材管理の徹底、工事ロスの削減する取組
を実施する。

次年度は今期の実績を基準値とする。

工事ロスの削減
建設現場での資材管理

目標

節水運動

建設機械等を洗車する場合は、
泥等を落としてから行う

目標

実績

節水運動

目標

実績

基準年

基準年 事務所水使用量が約12％増加

月次の教育訓練時に節水について話
し合い、無駄・ロスを少しでも減らすよ
う周知徹底する。

次年度は今期の実績を基準値とする。



社会貢献

　工事現場周辺地域・神社・公園等
清掃活動を実施。

環境に配慮した施工

緊急時対策

　工事現場での火災・油流出対策として
現場事務所に消火器・吸着マットを常備。

環境活動の実績

　工事現場周辺住民との挨拶・コミニュケー
ションが取れ、工事に対しての理解が深ま
り、苦情がでる事なく工事を終えられた。

　植物や生息していた魚類や昆虫等が河川
改修、河川災害復旧工事後も自然の回復
力によって生態系が形成されるように配
慮、工夫された構造をもつブロックで施工。



⑧環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに

適用される法規類

建設リサイクル法

広島県土砂条例

グリ－ン購入法

騒音・振動規制法

達成率
■仮設材は、品質等を確認し、強度不足のものを整理・転用
することで処分を行い、使用できるものは極力使用します。 100%

■ダンプ、建設機械等はアイドリングストップ（現場内）を徹底します。 100%

■裏紙の再使用に関しては十分実行されていると思う。 100%

■環境に良いことに気がつけば、常に発信・実行しよう。 80%

取壊し廃棄するものは再資源化・再利用を考え施工する。

代表取締役　小野村　光純

今後の方針及び目標の見直し

また過去3年間にわたって違反も訴訟もありませんでした

⑨代表者による全体の評価と見直しの結果(前回審査を元に検証)

違反、訴訟等の有無

1日で終わる作業なので適用外であるが、防音板等を使用している。

環境関連法規等の遵守状況の評価の結果、環境規制等の逸脱はありませんでした。

適用される施設等

産業廃棄物は所定のリサイクル施設に搬入し適切に処分している

環境に配慮した商品を積極的に利用している。

廃棄物処理法
一般廃棄物、産業廃棄物、廃プラステックを法律に基づき
マニフェストで管理し適正に処理している

再資源利用計画書・実施書、指定副産物利用計画書・実施書を
作成し適正に処理している

リサイクル法
再資源利用省令
指定副産物利用省令

土砂処理計画書を提出し、条例に基づき適切に処分している。


